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本日お話しすること

 企業コンピューティング環境の変化と課題

 クラウド・コンピューティング時代の運用管理

 クラウド・コンピューティングの運用を支えるソリューション群
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企業コンピューティング環境の企業コンピューティング環境の
変化と変化と課題課題
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現状

より
「パブリック」
な環境へ

企業コンピューティング環境の流れ

 部分最適から全体最適へ
 システム毎の「サイロ」を集約し、ハード／ソフトを削減

 「所有から利用へ」
 設備を持たず、必要に応じリソースを自由に利用

 より効率的、柔軟、ダイナミックなITリソースの利用

 企業内共有から、グループ内、同業種内、「パブリック」へと拡大

共有
リソース化された
コンピューティング

環境

統合された
ＩＴ環境

サーバ統合
システム統合

シェアード化 外部リソース
とのシームレスな
統合
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利用部門A 利用部門C利用部門B

SaaS
PaaS

アプリケーション

HaaS

ミドルウエア

アプリケーション

ハードウエア

ミドルウエア

アプリケーション

運用

既
存
シ
ス
テ
ム

IT運用基盤

サービス サービスサービス

企業コンピューティング基盤

企業コンピューティング基盤

 仮想化をベースに標準化・統合されたIT環境を共同利用

 効率的利用、柔軟なリソース増減、部門間融通

 社外サービスと自社設備、既存システムを最適に組み合わせ

 統合されたシステムを安定的に運用

SaaS: Software as a Service
PaaS: Platform as a Service
HaaS: Hardware as a Service

⇒⇒企業内クラウド・コンピューティングへ企業内クラウド・コンピューティングへ



5
© Toshiba Solutions Corporation 2009

「クラウド・コンピューティング」の特性

 ロケーション・フリー

 場所や物理的なマシンに縛られない、アプリケーションの柔軟な配置

 エラスティック（弾力性）

 使用するリソース量を伸縮、必要に応じてリソース割当てを実施、不要
な「余裕」の排除

 共同利用

 プラットフォームやアプリを共同利用し、重複投資を避ける

 リソース・ミックス

 利用可能なリソースの中から最適なものを選択し使用

 アジリティ

 ビジネスニーズに対し素早くリソース
を提供

 サービスサービス

 ユーティリティ化 「所有から利用へ」

 ・・・ as a Service
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仮想化の効果と課題

 仮想化で期待される効果
 サーバの稼働率向上によるリソースの有効活用

 サーバ集約による管理コストの削減

 サーバ需要の変化への柔軟かつ素早い対応

 仮想化の課題
 オーバーヘッド増加による性能の劣化

 運用が困難

管理の高度化・複雑化、可視性の低下 ・・ 『見えぬ化』

問題発生時のVM、OS、アプリケーションの切り分け・責任分担が複雑化

 ハードウェア、仮想化ツールの障害が全システムに波及

仮想化の導入は有効だが、導入の際には注意が必要
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出展：電子情報技術産業協会『「セキュア・プラットフォームに関するユーザニーズ」調査報告書』
（2008.4） 「VM導入にかかわる不安や懸念材料」 から引用

仮想化導入の課題

0% 25% 50% 75% 100%

周辺ツール（運用・管理ソフト等）が整備されていない

導入実績が少ない

仮想化技術に詳しい技術者が少ない

ベンダのサポート体制に不安がある

VM管理操作権限の管理にコストがかかる

運用にかかわる人件費が減らず、コスト削減にならない

サーバー仮想化ソフトウェアのライセンス費用が高い

セキュリティが低下する

ハードウェアとの親和性に不安がある

アプリケーションとの親和性に不安がある

安定稼動しなくなる

パフォーマンスやレスポンスが低下する

非常に思う 思う 思わない わからない 無回答

仮想化環境の運用面では、性能、安定稼動、
ベンダサポート、運用管理ツールの整備などが課題
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企業コンピューティング環境の変化と課題（まとめ）

 企業コンピューティング環境は、統合・共有・サービス化
が一層進む

 仮想化に代表されるクラウド・コンピューティング技術は
ITインフラのブラックボックス化（見えぬ化）を進め、運用
を複雑化する

 クラウド・コンピューティングによりITリソースはサービス
として提供され、従来の物理的な管理とは異なる管理が
必要になる



9
© Toshiba Solutions Corporation 2009

クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティング
時代の時代の運用管理運用管理
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クラウド化による運用へのインパクト

 クラウド化により、従来の
サーバ／システム単位での
管理では対応不可
 稼動状況、構成、性能、コスト、・・

 全てユーザ／サービス単位で
把握が必要

 「モノ」視点の管理から、
「サービス」視点での管理へ
 サービスマネジメント

 とはいえ、従来以上に「モノ」の詳細な管理も必要
 仮想化、マルチテナント、プロビジョニング、・・

ITサービスマネジメント（ITSM）に基づく
体系的な運用管理が重要

ITITサービスマネジメントサービスマネジメント（（ITSMITSM）に基づく）に基づく
体系的な運用管理が重要体系的な運用管理が重要
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クラウド化で重要となる管理機能

SSSS：：

サービスサービス
ストラテジストラテジ

IT財務管理 需要管理
サービス・ポートフォリオ管理

サービス・カタログ管理 サービスレベル管理
キャパシティ管理 可用性管理
ITサービス継続性管理 セキュリティ管理
サプライヤ管理

変更管理 ナレッジ管理
サービス資産・構成管理
リリース・展開管理 計画立案とサポート
妥当性確認とテスト 評価

イベント管理 インシデント管理
要求実現管理 アクセス管理
問題管理

7-ステップ改善管理
サービス測定 サービス報告

ITIL（IT Infrastructure Library） でのITサービスマネジメント・ライフサイクル

エラスティックエラスティック

ロケーション・フリーロケーション・フリー

リソース・ミックスリソース・ミックス

共同利用共同利用

アジリティアジリティ
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クラウド化で重要となる管理機能

ロケーション・フリー

サービス資産・構成管理
変更管理

共同利用

アジリティ

IT財務管理
サービス資産・構成管理
インシデント管理
ナレッジ管理
可用性管理

要求実現管理
変更管理

エラスティック

リソース・ミックス

サービス

キャパシティ管理
サービスレベル管理

キャパシティ管理
サービス資産・構成管理

サービスレベル管理
サービス測定
サービス報告

ITサービス継続性管理

イベント管理
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クラウド化で重要となる管理機能（1）

 ロケーション・フリー

 提供中のサービスが実際に
実行されているサーバや
ネットワークセグメントの把握

⇒サービス資産・構成管理、
変更管理、・・

 エラスティック（弾力性）

 サービス毎のリソース量の
割り当てと実際の使用状況の
管理、リソース割当ての動的
な変更

⇒キャパシティ管理、
サービスレベル管理、・・
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クラウド化で重要となる管理機能（2）

 共同利用
 コスト配賦の管理、障害時の影響

範囲の把握と迅速な復旧
（ブラックボックスの見える化）

⇒IT財務管理、
サービス資産・構成管理、
インシデント管理、
ナレッジ管理、
可用性管理、
ITサービス継続性管理、
イベント管理、・・

 リソース・ミックス
 システム全体で利用可能な

リソースの管理と、サービスとの
関連付け

⇒キャパシティ管理、
サービス資産・構成管理、・・
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クラウド化で重要となる管理機能（3）

 アジリティ

 サービスの迅速なプロビジョ
ニングのためのオペレー
ション標準化・自動化

⇒要求実現管理、
変更管理、・・

 サービスサービス

 サービス／ユーザ単位での
使用状況・品質・コストの把握

⇒サービスレベル管理、
サービス測定、
サービス報告、・・
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インシデント管理・イベント管理

 仮想化環境では、障害のシステム全体への影響大
 障害発生時、複数の仮想マシンが影響を受ける可能性がある

 新たに仮想化レイヤが増えるため、障害時の切り分けが困難

 障害復旧の手順が複雑化

障害時障害時

仮
想
マ
シ
ン

仮
想
マ
シ
ン

仮
想
マ
シ
ン

仮
想
マ
シ
ン

仮
想
マ
シ
ン

仮
想
マ
シ
ン

障害
発生

他サーバへ移動

仮想化ソフトウェア 仮想化ソフトウェア

仮想化サーバ

仮想マシン（ゲストOS）

仮想化レイヤ
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仮想化ソフトウェア仮想化ソフトウェア

仮想マシン

（ゲストOS）

キャパシティ管理

 仮想マシンに割り当てるリソース管理が難しい
 仮想化サーバシステムでは各VMのリソース管理が重要

例）時間帯によってリソースの使用率が変化する

ＯＳＯＳ

日中

ＯＳＯＳ ＯＳＯＳ

夜間

ＯＳＯＳ

仮想化ソフトウェア仮想化ソフトウェア

ＡＰＰＡＰＰ ＡＰＰＡＰＰ ＡＰＰＡＰＰ ＡＰＰＡＰＰ

２０％２０％
１０％１０％ １０％１０％

５０％５０％

仮想化

サーバ
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サービス ハードウェア ソフトウェア ドキュメント

広さ

深さ

メインフレームネットワーク機器 サーバ

・・・

ルータ スイッチ

Router_A Router_B

シャーシ 電源ユニット#0 電源ユニット#1

出張精算
業務

社外Web
OS アプリケーション

生産管理システム 基幹システム

A社システム

I/Fモジュール

Serial#0 Serial#1

名前 Router_A

カテゴリ ハードウェア

タイプ ネットワーク機器

設置場所 本社8階南ゾーン

責任者 山田一郎

ステータス 稼動中

属性

使用関係

親子関係

ネットワーク

LANWAN

本社LAN_8S

接続関係

Sol_11 Sol_12

サービス資産・構成管理

クラウドを構成するサービスと
リソース（物理・論理）の関連付けの管理が必要

⇒構成管理データベース（CMDB）の整備、
ディスカバリ/ディペンダンシーマッピングの実装

クラウドを構成するサービスとクラウドを構成するサービスと
リソース（物理・論理）の関連付けの管理が必要リソース（物理・論理）の関連付けの管理が必要

⇒⇒構成管理データベース（構成管理データベース（CMDBCMDB）の整備、）の整備、
ディスカバリディスカバリ//ディペンダンシーマッピングの実装ディペンダンシーマッピングの実装
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IT財務管理 - コストの把握

 設備コスト
 機器費 － ハードウェア、ソフトウェア、・・

 導入費 － 構築、コンサルティング、・・

 運搬費 － 搬入／搬出、移転、・・ 等

 運用コスト
 人件費 － スタッフ、・・

 保守費 － ハードウェア／
ソフトウエア保守、・・

 光熱費 － 電気、燃料、
水道、・・

 設備費 － 家賃、管理費、・・ 等

従来、サーバ／部門単位等で行っていたコスト管理を
サービス／ユーザ単位に行う必要がある

従来、サーバ／部門単位等で行っていたコスト管理を従来、サーバ／部門単位等で行っていたコスト管理を
サービス／ユーザ単位に行う必要があるサービス／ユーザ単位に行う必要がある
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可用性管理

 耐障害性（耐障害性（ResilienceResilience））
障害が発生してもサービスを継続できること ・・ 二重化、自己修復機能、・・

 保守性（保守性（MaintainabilityMaintainability））
維持・保全がしやすいこと ・・ ホットスワップ、LED表示、エラーログ、・・

 安心性（安心性（SecuritySecurity））
外部からの攻撃や侵入を受けにくいこと
・・ パスワード、ファイヤーウォール、・・

 サービス性（サービス性（ServiceabilityServiceability））
外部業者からのサービスが受け
やすいこと
・・ 24H365D、3時間以内に派遣、・・

 信頼性（信頼性（ReliabilityReliability））
故障しにくいこと ・・ MTBF、・・

サービス毎に必要な可用性のレベルは異なる
⇒サービスに応じた可用性設計が必要

サービス毎に必要な可用性のレベルは異なるサービス毎に必要な可用性のレベルは異なる
⇒⇒サービスに応じた可用性設計が必要サービスに応じた可用性設計が必要
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クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティングのの
運用運用を支えるソリューション群を支えるソリューション群
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運用基盤ソリューション

価値ある価値ある
ITITサービスの提供サービスの提供

業種・業務アプリケーション

運用基盤ソリューション運用基盤ソリューション

運用管理システム構築サービス
ITILベースの資産管理、構成管理、可用性管

理、キャパシティ管理、インシデント管理など

運用サポート
サービス

データセンター、
ヘルプデスク、

リモート監視・運用など

運用診断

サービス
性能診断、可用性診
断、ファシリティ診断

など

運用基盤構築サービス
サーバ、ストレージ、ネットワーク、

クラスタ、データベース、バックアップなど

運用基盤
コンサルティング

サービス
サーバ/ストレージ統合、

災害対策、仮想化、
ITIL

ITITインフラインフラ

ITITサービスのライフサイクルサービスのライフサイクル

設計設計

構築・移管構築・移管

運用運用
継続的改善継続的改善戦略戦略

運用
ナレッジ

ITSM
基盤

運用
戦略

運用
改善

ITITサービスマネジメントサービスマネジメント

ライフサイクル全体をコーディネート

運用管理ツール群（Tivoli／Maximo 、 HP Software など）

Cisco、EMC、HITACHI、HP、IBM、
Oracle、Sun、TOSHIBA ほか

ITサービスのライ
フサイクル全般
を通したソリュー
ション

人と技術と方法
論で、最適なＩＴ
サービスマネジメ
ントを実現

ＩＴ基盤に要求さ
れる安定稼動と
効率化の課題
解決をサポート

ITサービスのライ
フサイクル全般
を通したソリュー
ション

人と技術と方法
論で、最適なＩＴ
サービスマネジメ
ントを実現

ＩＴ基盤に要求さ
れる安定稼動と
効率化の課題
解決をサポート
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共有ディスク

OS
アプリ

Windows
稼動

Windows
稼動

Windows
待機

Windows
待機

Windows
稼動

Windows
稼動

Windows
稼動

Windows
稼動

Linux
稼動

Linux
稼動

Linux
稼動

Linux
稼動

Linux
稼動

Linux
稼動 予備予備

DB
サーバ

ファイル
サーバ

ファイル
サーバ

グループ
ウェア

Web
サーバ

Web
サーバ

OS
アプリ
データ

OS
アプリ
データ

OS
アプリ
データ

OS
アプリ
データ

OS
アプリデータ

OS
アプリ
データ

DNCWAREDNCWARE ClusterPerfect EXClusterPerfect EX

Windows、Linuxが混在したシステム全体の
可用性をClusterPerfect EXが制御

待機・予備の両モードを一元的に統合管理

クラスタソフトウェア
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運用管理システム構築サービス

障害イベントの統合化障害イベントの統合化

サービスデスクサービスデスク

クライアントクライアントサーバサーバ

統合監視統合監視

ネットワーク機器ネットワーク機器

構成情報の一元化構成情報の一元化

IT資産管理IT資産管理

サーバ管理サーバ管理ネットワーク管理ネットワーク管理 クライアント管理クライアント管理ジョブ管理ジョブ管理

一元化された構成情報
との連携で、障害や
問合せに迅速に対応

障害情報を必要
な情報だけに
自動的に絞込み
切分けを迅速化

障害や問合せに対する
単一窓口の実現

あらゆる障害情報
を1箇所に集めて
一元管理

様々な製品と連携して
IT資産情報を収集・管理

障害情報登録
の自動化

それぞれの管理対
象に特化した監
視システム。
構成、障害、性能
管理などを提供
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このSQLが90%以上の
時間を占めていることが

わかる

このSQLが90%以上の
時間を占めていることが

わかる

Oracle Enterprise Managerによる
性能管理（上位SQL）
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リモート性能管理サービス事例

課題：・アプリの性能を把握。把握した情報で最適な投資計画を立てたい
・アプリの入れ替えで、傾向が大きく変わる。問題は速やかに解消したい
・チューニングによる最適化で、投資はできる限り抑制したい

お客様マシン室お客様マシン室

基幹サーバ群

統合管理システム

運行状況

の監視

運行状況

の監視キャパシティＤＢ

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ量

CPU/メモリ/DISK

SQL統計情報

各種ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ運用情報

：
：

運行監視員

週次レポート

アプリ改善

チューニング

アプリ改善

チューニング

AP開発者

Point1：
システム状況をリ
アルタイムに把握
（ＨＷ、ＯＳからミド
ルウェア、アプリま
でを見える化）

Point1：
システム状況をリ
アルタイムに把握
（ＨＷ、ＯＳからミド
ルウェア、アプリま
でを見える化）

Point２：
アプリケー
ションの問題
点をタイム
リーに指摘・
対策を提案
（適正化）

Point２：
アプリケー
ションの問題
点をタイム
リーに指摘・
対策を提案
（適正化）キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
管
理

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
管
理

分析・診断・ 改善提案
分析・診断・ 改善提案

診断専門家

リモート運用センター
（府中エンジニアリングセンター内）
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リモート性能管理サービス事例

お客様マシン室お客様マシン室

基幹サーバ群

統合管理システム

キャパシティＤＢ

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ量

CPU/メモリ/DISK

SQL統計情報

各種ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ運用情報

：
：

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
管
理

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
管
理

●システムに異常は無いか？●システムに異常は無いか？

●今のリソースでどこまでの
増産に耐えうるか？

●今のリソースでどこまでの
増産に耐えうるか？
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ビジネスインパクト管理

連携

障害の特定・原因の
解析・復旧を行う

サービスの依存
関係、障害の影響
範囲を確認する

リアルタイムにサービス現状を把握：

現在ビジネスがどのような状況かを可視化し、
迅速なビジネス判断を支援

●サービスツリーによりサービスの依存関係、障害の影
響範囲を可視化

依存関係・・・サービスを構成する要素の関係を示すこ
とにより、ビジネスがどのIT要素からなりたっているの
かを把握

影響範囲・・・あるサービスに障害が発生した場合にど
の上位サービスに影響を及ぼすかを把握

●専用コンソールによりサービス状況をリアルタイムに可
視化

●リアルタイムで把握することにより、的確な判断とアク
ション

Ｉ
Ｓ
部
門
担
当
者

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
管
理

集約

サービス状態を
把握し、ビジネス
の継続性などを
主とした、ビジネス
判断を行う

経
営
者
層

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
パ
ク
ト
管
理
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ビジネスインパクト管理コンソール例

IT稼働状況をサービスの視点で表示IT稼働状況をサービスの視点で表示

http://www.toshiba.co.jp/tech/review/2004/06/59_06pdf/a07.pdf
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◇◇サービスご提供に伴うお客様環境サービスご提供に伴うお客様環境
・仮想化管理ソフトウェアと監視ソフトウェアを事前にご用意して
いただく必要があります

・監視アラート送信用メールアカウントをご用意して頂く必要があります

仮想化トータルサポート運用保守サービス

日々の仮想化サーバ運用を
ワンストップサポートで実現します

多彩なオプションサービスにより
ご担当者様の負担を軽減します

基本サポート

ハードウェア保守

オプションサポート

リモート監視

リモートオペレーション

定期ミーティング

巡回訪問

仮想化オペレーション

リモート保守

窓口サービス

定期報告

リソース監視

ゲストOS状態監視

ハードウェア監視

仮想化トータルサポート運用保守サービス

仮想化トータルサポート運用保守サービスの仮想化トータルサポート運用保守サービスの
お問い合わせはこちらまでお問い合わせはこちらまで
E-mail：sales@it-serve.co.jp

Web：www.it-serve.co.jp
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仮想システム

弊社全国サービスセンタ弊社全国サービスセンタ
全国１０５拠点全国１０５拠点

運用管理者

※リモート操作不可時、または操作困難な場合にオンサイト対応を実施します

窓口サービス

一次切り分け／復旧作業

ハードウェア監視
ゲストOS状態監視

リソース監視

リモート保守

電話／メール連絡

お客様

ハードウェア保守
仮想化オペレーション

ITITサポートセンタサポートセンタ

異常

仮想化をトータルにサポートします仮想化をトータルにサポートします仮想化をトータルにサポートします

仮想化トータルサポート運用保守サービス

リモート運用センタ
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■基本サポートメニュー

カテゴリ メニュー名 概要

監視 ハードウェア監視 サーバにバンドルされた監視ソフトウェアを利用してハードウェア障害の監視を行います

ゲストOS状態監視 仮想化サーバ上で動作するゲストOSの状態監視を行います

リソース監視 仮想化サーバ及びゲストOSのリソース監視を行います

窓口サービス ご契約システムにおける様々な障害をハードウェア／ソフトウェアの区別無く一括で受付いたし
ます

リモート保守 ※１ お客様システムへリモート接続し、状況確認、障害切り分け、復旧支援を行います

障害対応 仮想化オペレーション ハードウェア保守作業時に必要な仮想化オペレーションを行います

ハードウェア保守 障害時にハードウェア保守を行います

報告 定期報告 月次の対応状況報告書を送付いたします

※１ リモート保守はお客様のセキュリティポリシーにより、サービスから除外して頂く事も可能です
※２ お客様ネットワークにリモート接続が出来る環境が必要です

（補足）仮想化トータルサポート運用保守サービス

■オプションサポートメニュー

カテゴリ メニュー名 概要

監視 リモート監視 サービスやプロセス、ログの監視を行います

定期作業 リモートオペレーション
※２

事前に取り決めさせて頂く定型作業をお客様環境へリモート接続させて頂き、弊社が操作を行
います

巡回訪問 定期的にお客様システム設置先を訪問し、事前に取り決めさせて頂く定型作業を行います

報告 定期ミーティング 月次の対応状況報告書を作成し、お客様へ報告に伺います。また、報告書のカスタマイズにも
対応させて頂きます
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リモートオペレーションリモートオペレーション（オプション）（オプション）

仮想化サーバへの定型作業が、夜間・休日問わず可能です。ルールに従った情報確認、
分析、一次対応など高度で確実なシステムの管理・運用サービスを提供します。

主なサービスの内容
・インシデント発生時の定型作業代行を行います。
⇒ サービスの異常停止時に、ログなどの情報
を採取します。

・電源操作を含むシステムの起動／停止を行います。
・定期オペレーション
⇒ユーザアカウントの変更作業を行います。

※オペレーション用のリモート制御装置は弊社にて準備いたします。
※弊社運用センタへの接続用ネットワークをご準備願います。

24時間365日の運用24時間365日の運用1

幅広い操作を実現幅広い操作を実現2

定期報告（月次）定期報告（月次）3

前月度の対応履歴を月次
レポート（メール）

電源操作(OFF/ON)

リモートKVM操作

シリアル接続

操作履歴保存

BIOSレベル操作







Ｒｅｍｏｔｅ

Ｍｏｎｉｔｏｒ
&

Ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎ

Ｒｅｍｏｔｅ

Ｍｏｎｉｔｏｒ
&

Ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎ

運用
技術者

リモート運用センタ

（補足）仮想化トータルサポート運用保守サービス
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歴史

• 1985年に米Sun MicrosystemsとOEM契約を日本で初めて締結し、Sunワークステーションのビジネスを開始

1986年 日本サン・マイクロシステムズ株式会社設立（後に社名変更）

1993年 サンUNIXサーバ発表、東芝 サンのサーバ事業を開始

1995年 サンとの提携拡大、東芝の基幹システムをサンサーバでライトサイジング

2002年 東芝がSun Fire 15K 国内初の出荷

2005年 20周年を迎え、戦略的提携を拡大

•サンとのアライアンスによる東芝オリジナル製品開発

1989年 SPARCチップ、SunOSソースコードライセンスを取得

1990年 世界初のSPARCラップトップワークステーション「sparcLT」を開発、商品化

1993年 Solarisソースコードライセンス取得

1994年 日本の市場ニーズに対応した、東芝自社開発UNIXサーバを商品化

1996年 64ビット高速CPU「UltraSPARC」など新世代技術を採用したUNIXサーバ「UX2000」を商品化

2000年 UNIXサーバ「UX2000 i」のスリム筐体モデルを商品化。強化モデルの開発を現在も継続

当社の強み

•サンからエンタープライズ分野の革新的な技術、次世代製品などの新技術の情報や評価機の提供を受け、サンと共同で
ソリューションの評価、検証を実施

•サンとの密接な連携と、 Solarisのソースコードや SPARCプロセッサのライセンス取得、UNIX サーバの開発などによる

高い技術力とサポート力が特長のサポートサービス

•サン製品の日本におけるサポートサービスが提供可能なサン・サービス・マネージャ（SSM）の資格を取得

•サンおよび他社が販売したサン製品に対してサポートサービスが提供可能なサン・ローカルシステム・プロバイダ（LSP）
の資格を取得（東芝ITサービス株式会社）

•相互に重要な戦略パートナーとの認識のもと、経営層・技術トップ層の定期的なミーティングや米国トレーニング等を開催

当社のＳｕｎへの取り組み
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歴史

• 1984年 OEM契約を日本で初めて締結

ソースコード入手、自製ミニコンへ移植＆日本語化開発

日本市場開拓の密接なパートナーとして共同でビジネスを展開

• 1999年 米国オラクル社に専任組織設置、障害解析・パッチ作成部門への技術者派遣を
行なうなどして、技術力、障害対応力を強化

• 2004年～ 高いサポート力が評価され「Advanced Certified Support Partner」（for Technology 
Products ）に認定

• 2005年 ミドルウェア層「Oracle Fusion Middleware」での協業も開始
Oracle Application Server Award受賞

当社の強み

•日本で最初にOracle製品を取り扱い、以来20年以上にわたりオラクル社とのパートナーシップを継続

•品質と高度な技術サポートへのこだわりを持ってビジネスを展開

•データベースからアプリケーション（Oracle EBS）までの広いカバレッジ

•オラクル社と共同でオラクルDBの可用性向上を実現（Oracle RAC＋ClusterPerfect）
• Siebel、Hyperion等はOracle買収以前より当社で取り扱っており、Oracleに先行した幅広いBIソリューション
ラインナップを提供

当社のＯｒａｃｌｅへの取り組み
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東芝ソリューションは
「ものづくり」で培った技術を

活かし、情報システムの
安心・安全な運用に応える

プラットフォームを
ご提供してまいります
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プラットフォームソリューション事業部

２００９年９月

ClusterPuerfectEXは、東芝ソリューションの登録商標です。
ITILは、英国及び欧州連合各国における英国政府OGC(Office of Govemment Commerce)の商標又は登録商標です。
ORACLEは Oracle Corporation の登録商標です。
Sun、Sun Microsystems、Ultra、Sunロゴ、 サンのロゴマーク、Solarisは、米国および他の国における米国Sun Microsystems,Inc.の商標または登録商標です。
掲載の社名および商品名は、それぞれ各社が商標または登録商標として使用している場合があります。

本ドキュメントに記載されている内容につきましては作成時点のものであり、その内容につきましては常に最新のものであることを保証するものではありません。
また、本内容については予告なく変更・改訂される場合があります。


